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研究の概要

情 報処理の根幹 をなす プ ログラ ミングにお ける多言語化(Multi-lingualization)の 研 究 を行

って きてい る。これ まで、Java言 語 を共通 の媒介言語 と して、Javaプ ログラムをある国または

地域 の 自然語 をべ 一ス としたプ ログラム記述(自 国語 プ ログラム と呼ぶ)へ と変換す る こと、ま

たそ の逆変換 も可能 とす ることにっ き、基本方式 を確 立 した。[1],[21

本 年度は、自国語 プ ログラ ミングをよ り実用 に近付 け るため に、日本 語べ 一ス の 自国語 プ ログ

ラ ミング用 の変換辞 書の拡 充 とそれ を利 用 した変換方式 の改良の研 究 を行 った。また、プ ログラ

ムの読みやす さを増す ためのプ ログラ ミングテ キス トの表示方 式(レ ンダ リング)の 研 究を行 っ

た。研究 の結果得 られ た変換 辞書お よび変換 ツール を利用 して、実際のJavaプ ログラム を 日本

人 に とって読 みやす い 自国語(日 本語)プ ログラムに 自動変換 で きるこ とを確 かめた。

研究の成果

1.全 体 の方式

図1に 示す。
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図1シ ステムの構成図

2.変 換辞 書の拡充 と変換 方式の改 良

Javaプ ログラムで 自国語 表記 した い用語(名 称)に は次の種類が ある。

① キー ワー ド

②JavaAPI(Javaの 持 つ標 準 クラス、API=ApplicationProgrammingInterface)で 用 い ら

れ る変数名や メ ソッ ド名

③利 用者 定義 の変数名や メ ソッ ド名

これ らの用語の変換 に際 しては、② の用語が非常 に数 が多い こ とへ の対処 の仕 方、また② と③

の用語 を ど う区別 すべ きか、 とい う課題 があ る。

●JavaAPI用 語 の辞 書登録 法

JavaAPI用 語 は複数 の英 単語 の組 み合わせで成 り立ってい る。 まず、JavaAPI用 語 で使用 さ
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れ てい る単語 を、変換辞 書に登録す る作業 を行 った。主要 なパ ッケ0ジ を対象 に、約1200語

を登録 した。

次に、複 数用語の組み合わせ で成 り立つJavaAPI用 語 を、機械 翻訳の手法 を用 いて、 日本語

用語 へ 自動変換す る方式 につ き、昨年度の研 究で開発 した基本 の方式 を改良 して、自然 な 日本語

表現 で、かつ首尾一貫 した用語 が得 られ るよ うに した。JavaAPI用 語約3000語 について、

自然な 日本 語用語が得 られ る ことを確認 した。

㊧JavaAPI用 語 と利 用者 定義用語の 区別

JavaAPI用 語 の 自動変 換に伴 い、利用者定義用語 まで一緒 に変換 され て しま う、 とい う副作

用 があった。 これ は、プ ログラム中のimport文 を利用 して 、JavaAPI用 語 か ど うか判 定す るこ

とに よ り解 決 した。 さ らに、利用者 定義用語 の変換 用に別の辞書 を設 けた。

3.プ ログラ ミングテ キス トの表示方式(レ ンダ リング)

変換 ツールの出力形式 として 、次 の2形 式 を選 べ るよ うに した。

① テキス ト形式

②HTML形 式

HTML形 式の場合 に、1.(1)に 挙 げた3種 類 の用語 ご とに、表示 の色や字体(太 字やイ タ

リックな ど)を 変 えるよ うに した。 これに よ り、読みやすいテ キス トが実現 された。

4.実 プ ログラムへ の適用

変換 ツール はJavaプ ログラム として作成 したが、そのプ ログラム 自身 を 自国語表 記に変換 す

る実験 を行 い、問題 な く自国語表記 プ ログラムが得 られ る ことを確認 した。 例 を図2に 示す。

5.今 後の課題

(1)日 本語 プログラムか らJavaプ ログラムへの変換

今年度 の変換方式 の改良 は、Javaプ ログラムか ら日本語プ ログラムへの変換だけを実現 した。

さらに、逆方向の変換 も可能にすることはさほ ど難 しくはない。このためには、変換辞書を2レ ベル

に分 け、単語を登録 した辞書は、JavaAPI用 語 の対応表を作成す るためだけに使い、出来上がった

対応表を第2の 辞書 として、プログラムの変換 に用 いるよ うにすればよい。この改良により、双方向

の変換 も可能になると思われる。

(2)他 言語への対応

Java.API用 語の変換 が一種の機械翻訳 となることか ら、今年度の ものは 日本語 に特化 した変換ツ

0ル になって しまっている。(1)で 述べたよ うに、JavaAPI用 語 の対応表作成を独立フェーズにす

ることに より、言語依存 の部分はそこに集約できる可能性がある。

(3)記 述 実験お よび読解 実験

実際に記述 お よび読解の実験 を系統的 に行 い、実際 の効果 の確認 お よび方式改善へ のフィ0ド

バ ックを行 いたい。
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mportJava.iang.reflect.*:

mportjava.utiI.Arrayしist;

mportJava.io.*:

/**

*キ ーワー ド、JavaAPl専 用翻訳機械

**/

公開 クラス 翻訳機械2拡 張 翻訳機械1

類 別 類別 二新規の 類別O;

非 公開 メ ンッ 班]メ ソッ ド群=ナ ル;

非 公開 フィール 班]フ ィール ド群=ナ ル;

非 公開 コンス みラクタロ コンス トラクタ群=ナ ル;

非 公開 ク ラズ[]イ ンター フェイス群 二ナル;

非公 開 配卿 グス みA円 リス ト=新 観の 配 列 グス みO;

公開 翻 訳機 械2(){}

公 開 文 」実卿API操 作(文 字易 英 藷)投 げ るio例 外{

LangO;

(整数i=0;i〈APIリ ス ト.ヴ イズ();i++)1

//キ ー ワー ド及 びJavaAPiな ら変 換

も し(APIリ ス ト,鯉 る(i).箏 乙ひ(英 藷)){

戻 す 操 作(鄭 吾);

}

}

戻 す 英 語;

}

/**

*JavaAPIを 取 得

**/

公 開 空 のJavaAPIを 読 む(文 孚!」酬 ク ラズ){

類別.ク ラスを設 定す る(ク ラス);

メ ソ ッ ド群 二 類 別.全 て の メ ソ ッ ド群 を 取 得 す る();

(整数iニ0;i〈 メ ソ ッ ド群.長 さ;1++){

APIリ ス ト.渤 ず る(メ ソ ッ ド群[i].名 所 を 綿 るO);

}

フ ィー ル ド群;類 別.全 て の フ ィー ル ド群 を 取 得 す る();

(整数iニo;i〈 フ ィー ル ド群.1長 さ;i++){

APIリ ス ト.勘 ず る(フ ィー ル ド群[i].名 蕨 を 謬 る());

}

コ ンス トラ ク タ群=類 別.全 て の コ ン ス トラ ク タ 群 を 取 得 す るO;

(整 数i=o;i〈 コ ンス トラ ク タ群.1長 さ;i++){

APIリ ス ト.渤 ずる(類 別.APIを 取 得 す る(コ ン ス トラ ク タ群[i].名 蕨 を擦 るO));

}

イ ンタ ー フ ェイ ス 騨 二 類 別.全 て の イ ン ター フ ェ イス 群 を取 得 す るO;

(整 数i=o;i〈 イ ンタ ー フ ェイ ス 群.1長 さ;i++){

APIリ ス ト.」肋 ナ る(類 別.APlを 取 得 す る(イ ン タ ー フ ェ イ ス 群[i].召 所 を得 る()));

}

}

/**

*パ ッケ ー ジJava.tangに 含 まれ るJavaAPIを 取 得

**/

非 公 開 空 のLangO投 げ るio例 外{

フ7イ ル フ ァ イ ル=新 規 の フ7イ ル("apiLang.txt");

ノt'ッフ ァ さカ た グー ダ リー ダ ー=新 親 の バ ッフ7さ カ た グー ダ(新 規 の フ ァ7/Gグ ー ダ(フ ァ イ ル));

文 翔 行;

ル ー プ((行 二 リー ダー.fテ を訪 む0)!=ナ ル){

APIリ ス ト.着 勿 す る(行);

}

}

}

図2自 動変換 したプログラムの一部(HTML形 式)
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